
　新冠町は、地域区分「２」の寒冷地に区分けされています。

全国の市町村を寒冷地から温暖地まで６つの地域に区分したもの。

住宅に関わるエネルギーの使用の合理化に関する

基準をわかりやすくするために区分けしています。

P8,P9,P10…施工上の注意点と用語説明

P11,P12,P13,P14…バリアフリー
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P2…省エネ基準の確認方法

P3,P4,P5…壁・屋根(天井)および

P6…開口部(窓・ドア)の断熱基準

P7…対象設備機器の仕様基準

     床の断熱基準

リフォーム改修について



詳細は次ページから示します。
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　上記1か2の断熱改修あるいは両方の
断熱改修と、合わせて3の省エネ設備の
うち一つの設備を選択して実施する必
要があります。



壁・屋根(天井)・床の断熱基準 充填断熱工法 リフォームする家屋が木造軸組(在来)構法の場合
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壁・屋根(天井)・床の断熱基準 充填断熱工法 リフォームする家屋が枠組壁構法(２×４など)の場合
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壁・屋根(天井)・床の断熱基準 外張断熱工法 リフォームする家屋が木造軸組(在来)構法および枠組壁構法(２×４など)の場合
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開口部(窓・ドア)の断熱基準 断熱改修共通
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対象設備機器の仕様基準 ※　断熱改修リフォームと同時に下記の省エネ設備の内、1つ以上を選択して改修することが必須条件となります。 断熱改修共通

高断熱浴槽

燃料電池システム(エネファーム)

ガスエンジン・コージェネレーションシステム

蓄電池

LED照明

太陽熱利用システム

 強制循環式のもので、JIS A4112に規定する「太陽集熱器」の性能と同等以上の性能を有するこ

とが確認できること。蓄熱槽がある場合は、JIS A4113に規定する「太陽蓄熱槽」の性能と同等以

上の性能を有することが確認できること。

 熱源設備は電気式ヒートポンプとガス補助熱源機を併用するシステムで貯湯タンクを持ち、年間

給湯効率(JGKS A705)が102％以上であること。

 JIS C9220に基づく年間給湯保温効率又は年間給湯効率が3.0以上であること。

工事種別 要件等(こどもみらい住宅支援事業で型番登録されている設備を対象とします)

ヒートポンプ・ガス瞬間式併用型給湯器

(ハイブリッド給湯器)

電気ヒートポンプ給湯器(エコキュート)

 連続給湯効率が94％以上であること。

 給湯部熱効率が94％以上であること。

 JIS B2061:2017に規定する「節湯形」の水栓と同等以上の機能を有する節湯水栓を採用するこ

と。優先順位を、1位 浴室水栓、2位 台所水栓、3位 洗面水栓とし、一か所以上採用すること。

節水型トイレ  節水型で、「掃除しやすいトイレ」に分類されるものとする。

潜熱回収型石油給湯器(エコフィール)

潜熱回収型ガス給湯器(エコジョーズ)

浴室・洗面・台所への節湯水栓

 JIS A5532に規定する「高断熱浴槽」と同等以上の性能を有すること。

 燃料電池発電ユニットについては、エネルギー消費性能計算プログラムにおいて選択可能な機種

であること。(燃料電池発電ユニットの後付けも対象とします。)

 ガス発電ユニットのJIS 基準(JIS B8122)に基づく発電及び排熱利用の総合効率が、低位発熱量基

準 LHV基準で80％以上であること。

 定置用リチウム蓄電池うち、一般社団法人環境共創イニシアチブにおいて令和3年度以降登録・

公表されている蓄電システム。

 工事を伴うものであること。優先順位として、1位 主たる居室(居間・食堂・台所)、2位 その他の居室(寝室・和室・洋室)、3位 非居室

(トイレ・脱衣洗面・浴室・玄関・廊下)とし、順位区分のいずれかすべてを改修するものであること。

 エネルギー消費効率の区分が (い) または (ろ) であること。
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ルームエアコンディショナー



施工上の注意点 断熱改修について1
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断熱改修について2
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断熱改修について3
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※こどもみらい住宅支援事業 対象製品の検索については→ 対象製品の検索 をご確認ください。


